
 ［
う
み
・
な
か
ま 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］

12
2025

北海道ぎょれん広報

No.446なみまるくん 

特集
ぎょれんグループ会社紹介 ㈱ノースコープぎょれん
今年も歓声があがりました！
楽しかった！ 「浜のおかあさん料理教室」
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北海道を代表する食のプロ
フェッショナルに、本道沿岸
で獲れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂きます。

「
た
ら
こ
の
立
場
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

こ
ん
な
疑
問
が
心
に
浮
か
ん
で
き
た
。

も
ら
い
物
の
甘
塩
た
ら
こ
を
前
に
食

事
を
し
て
い
た
時
、
こ
ん
な
疑
問
が
湧

い
て
き
た
。
晩
酌
の
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
つ

ま
み
と
し
て
は
、
若
干
弱
い
。
ト
ロ
ト

ロ
の
甘
め
の
塩
味
は
、
口
中
に
ほ
ど
よ

く
広
が
っ
て
は
く
れ
る
の
だ
が
、
す
ぐ

溶
け
去
っ
て
し
ま
う
た
め
、
つ
ま
み
と

し
て
共
用
す
る
為
に
は
き
ゅ
う
り
や
千

切
り
し
た
大
根
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
乗
っ

け
る
物
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
た
ら
こ
乗

せ
き
ゅ
う
り
・
大
根
・
か
ま
ぼ
こ
と
な

る
わ
け
で
、
主
役
の
座
を
譲
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
ご
は
ん
の
主
た
る
お

か
ず
に
な
る
か
と
い
う
と
、
焼
き
魚
・

煮
物
・
揚
げ
物
な
ど
が
主
役
と
し
て
鎮

座
し
、
そ
の
脇
に
あ
る
副
菜
と
し
て
は

揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
築
い
て
い
る
の
だ

が
、
主
役
と
し
て
パ
ワ
ー
不
足
。
ス
ー

パ
ー
サ
ブ
と
し
て
は
確
固
た
る
地
位
な

の
だ
が
、
メ
イ
ン
の
食
材
と
し
て
は
ね

…
な
ん
て
こ
と
を
飲
み
な
が
ら
思
っ
て

い
た
。

「
そ
れ
は
お
前
の
私
見
だ
ろ
う
！
」

な
ん
て
こ
と
を
思
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。「
そ
う
で
す
！
私
見
で
す
！

個
人
的
な
主
張
で
す
！
」
と
声
を
出
し

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
ど
う
で
も

い
い
こ
と
で
…
。

で
も
あ
え
て
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
、

た
ら
こ
と
魚
卵
会
の
双
璧
を
担
う
鮭
の

卵
。「
い
く
ら
」
を
例
に
と
る
と
、
粒

の
大
き
さ
・
華
や
か
さ
・
口
内
に
パ
ー
ッ

と
広
が
る
味
。
言
い
換
え
る
と
綺
麗
な

派
手
な
女
優
さ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
を
毎
日
食
べ
ら
れ
る
か
と
言
う
と
…
。

南
極
に
行
っ
た
時
、
毎
食
、
朝
食
に

い
く
ら
・
た
ら
こ
を
出
し
て
み
た
。

「
日
本
で
は
こ
ん
な
に
い
く
ら
食
べ

ら
れ
な
い
っ
す
よ
」
最
初
は
こ
ん
な
褒

め
言
葉
で
い
く
ら
の
優
勢
。
そ
れ
が
３

～
４
日
経
つ
と
次
第
に
そ
ん
な
声
も
聞

こ
え
な
く
な
り
、
飯
の
上
に
た
ら
こ
を

乗
っ
け
て
食
べ
る
人
が
増
え
て
い
っ
た
。

最
終
ゴ
ー
ル
は
た
ら
こ
の
圧
勝
で
あ

る
。毎

日
が
女
優
さ
ん
で
は
さ
す
が
に
飽

き
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
た
ら
こ
は
素
朴

な
塩
味
だ
が
口
に
含
む
と
優
し
く
広
が

る
コ
ク
・
甘
み
・
滋
味
。
昔
、
家
で
帰

り
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
、
母
親
そ
し

て
婆
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
思
い
出
し
た
。

参
考
ま
で
に
自
分
は
い
く
ら
ま
あ
ま

あ
、
た
ら
こ
大
好
き
派
な
の
で
こ
ん
な

こ
と
を
思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

おさ
かなコ

ラム

南
極
料
理
人
　
西
村 

淳

海
上
保
安
庁
在
職
中
、第
30
次
、38
次
南

極
観
測
隊
に
参
加
、「
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
」

（
当
時
）平
均
気
温
マ
イ
ナ
ス
５
７
℃
）で

越
冬
し
た
毎
日
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ「
面

白
南
極
料
理
人
」を
出
版
、映
画
化
さ
れ

る
。２
０
０
９
年（
株
）オ
ー
ロ
ラ
キ
ッ
チ

ン
を
設
立
。講
演
会
、料
理
教
室
、商
品

開
発
等
多
方
面
で
活
動
中
。

たらこ
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ノ
ー
ス
コ
ー
プ
ぎ
ょ
れ
ん
と
は

㈱
ノ
ー
ス
コ
ー
プ
ぎ
ょ
れ
ん
（
以
下
ノ
ー
ス
コ
ー
プ
）
は
、

平
成
元
年
７
月
、
当
時
、
国
際
漁
業
規
制
が
強
ま
る
な
か
、

旧
ソ
連
と
２
０
０
海
里
経
済
水
域
内
で
の
本
道
漁
業
者
の

操
業
確
保
を
図
る
に
あ
た
り
、
共
同
事
業
な
ど
各
種
事
業

を
推
進
す
る
た
め
に
、
ぎ
ょ
れ
ん
が
全
額
出
資
し
、
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、平
成
３
年
に
旧
ソ
連
は
解
体
さ
れ
、

ロ
シ
ア
連
邦
が
誕
生
す
る
な
ど
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
日

本
と
ロ
シ
ア
と
の
共
同
事
業
が
減
少
し
て
い
く
に
従
い
、

ノ
ー
ス
コ
ー
プ
は
そ
の
役
割
を
転
換
。
平
成
７
年
か
ら
は
、

ぎ
ょ
れ
ん
が
進
め
る
道
産
水
産
物
の
輸
出
拡
大
方
針
の
も

と
、
本
格
的
に
海
外
輸
出
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
海
外

の
水
産
物
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
販
路
を
広
げ
、
秋
鮭
・

か
れ
い
等
を
主
体
と
し
た
原
料
輸
出
や
、
ほ
た
て
、
秋
鮭

等
の
製
品
輸
出
事
業
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、香
港
、

台
湾
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
８
カ
国
・
地

域
に
、
秋
鮭
や
冷
凍

か
れ
い
等
、
主
に
委

託
加
工
向
け
原
料
の

輸
出
、
先
述
の
製
品

に
加
え
、
ぎ
ょ
れ
ん

の
グ
ル
ー
プ
工
場
で
製
造
さ
れ
た
製
品
の
輸
出
、
委
託
加
工

で
は
、
こ
れ
ま
で
実
績
の
あ
っ
た
秋
鮭
に
加
え
て
、
黒
が

れ
い
や
宗
八
が
れ
い
と
い
っ
た
北
海
道
で
漁
獲
さ
れ
る
か

れ
い
類
も
ベ
ト
ナ
ム
で
手
掛
け
て
い
ま
す
。

ぎ
ょ
れ
ん
の
関
連
会
社
で
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
北
光
（
な
み

ま
る
く
ん
11
月
号
参
照
）
も
海
外
輸
出
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
北
光
が
干
貝
柱
や
昆
布
等
の
乾
物
を
メ
イ
ン
に

行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ノ
ー
ス
コ
ー
プ
で
は
そ
れ
以
外

の
原
料
や
製
品
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
委
託
加

工
を
行
っ
て
い
る
の
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
次
の
項

で
は
こ
の
海
外
委
託
加
工

事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
。

国
内
で
は
条
件
的
に
難
し
い
加
工
を

　
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
の
工
場
へ
委
託
し
、
輸
入

現
在
、
ノ
ー
ス
コ
ー
プ
が
行
っ
て
い
る
委
託
加
工
は
、
か

れ
い
の
５
枚
お
ろ
し
な
ど
、
日
本
国
内
で
そ
れ
ほ
ど
機
械
化

が
進
ん
で
お
ら
ず
、
手
間
の
掛
か
る
加
工
が
中
心
で
す
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
①
ぎ
ょ
れ
ん
各
事
業

部
と
の
製
品
開
発
協
議
、
②
現
地
工
場
で
の
生
産
指
導
、
③

原
料
輸
出
、④
現
地
工
場
で
の
製
造
管
理
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

品
質
、
衛
生
）、
⑤
完
成
品
の
輸
入
、
⑥
ぎ
ょ
れ
ん
へ
引
き

渡
し
、
と
な
り
ま
す
。

海
外
で
の
委
託
加
工
は
、
日
本
国
内
で
の
委
託
加
工
と
異

な
り
、
言
葉
の
壁
は
当
然
と
し
て
、
原
料
の
輸
出
や
加
工
後

の
製
品
の
輸
入
と
い
っ
た
長
期
間
に
わ
た
る
物
流
管
理
や
通

関
手
続
き
、
諸
費
用
の
支
払
い
事
務
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
（
国

際
輸
送
の
手
配
を
代
行
す
る
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
）
と
の

打
ち
合
わ
せ
な
ど
、
貿
易
に
関
わ
る
包
括
的
な
業
務
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ノ
ー
ス
コ
ー
プ
は
こ
う
し
た
日
本
国
内
の
加

工
で
は
発
生
し
な
い
諸
課
題
や
複
雑
な
手
続
き
を
引
き
受

け
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
各
事
業
部
を
繋
ぐ
「
ハ
ブ
」
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。
各
事
業
部
と
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
水
産
物
の
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
道
産
水
産
物

の
付
加
価
値
を
高
め
る
海
外
委
託
加
工
は
、
魚
価
対
策
と
し

て
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に

取
り
扱
う
魚
種
の
種
類
拡
大
や
加
工
度
を
高
め
た
商
品
の
開

発
を
拡
充
し
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
以
外
の

国
で
の
事
業
展
開
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
一
層
、
浜
の
た
め

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

ぎ
ょ
れ
ん
で
は
北
海
道
で
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
水
産
物
を
安
全
・
安
心
に
消
費
者
の
方
へ
届
け
る
た
め
、販
売・
購
買

事
業
を
一
貫
さ
せ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
関
連
会
社
と
構
築
し
て
お
り
ま
す
。今
月
号
で
は
、輸
出
入
な
ど
海
外
と
の
取
引

を
担
う「
株
式
会
社
ノ
ー
ス
コ
ー
プ
ぎ
ょ
れ
ん
」の
業
務
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

関連会社紹介

株式会社ノースコープぎょれん
ぎょれんグループの輸出入を中心とした貿易事業を橋渡し

会社データ
●設　　　立　平成元年7月
●代　表　者　安田　昌樹
●資　本　金　3,000万円
●年間売上高　14億円
●社　員　数　7名
　（出向者・ぎょれんとの兼務者含む）
●主な販売取引国
（１）ベトナム
（２）タイ
（３）香港

【㈱ノースコープぎょれん】
住所：札幌市中央区北3条西7丁目 第一水産ビル8F
電話：011-281-8563

ベトナムの提携加工工場の様子をご紹介します

ベトナムは、平均年齢が約 30 歳と非常に若く、豊富な労働力を持つことが大きな魅力です。また、TPP（環太平
洋パートナーシップ協定）や EPA（経済連携協定）を締結しているため、日本との貿易において多くの優位性があり
ます。近年は技能実習制度などを通じて日本との交流も深まっており、水産加工の分野でも日本の工場を参考に、品
質管理や衛生管理が行き届いた工場が増えていますが、一部の加工場ではまだ日本の水準に達していないのも現実で
す。私たちぎょれんグループは、これからも提携する現地の加工工場における品質管理を徹底し、消費者の皆様に安
全で安心な北海道産水産物をお届けしてまいります。

①製品開発協議

②現地工場での
生産指導

③原料輸出

④現地工場での
製造管理

⑤完成品の
輸入・通関手続き

⑥ぎょれんへ
引き渡し

北海道内の水揚げ状況や在庫状況、
関連工場の稼働状況を見ながら、
ぎょれんの事業部と連携して行いま
す

希望する状態に加工できるかどうか、
現地の加工会社で確認するととも
に、ときにはぎょれん担当部の職員と
共に、求めるレベルになるよう指導を
行います

輸出先国で必要な書類・証明書等作
成し、冷凍コンテナに原料を積み込
み、輸出します。船に積み込まれ出港
するとベトナムへは2〜3週間ほどで
入港します

委託加工品が同じ水準で製造されて
いるか品質管理の確認は当然のこ
と、スケジュール通りに製造されてい
るかなど日常的・定期的に打ち合わ
せをしています

フォワーダーを通じ税関に対して輸
入申告、通関手続きに必要な書類を
準備します

ノースコープからぎょれんへ引き渡
された委託加工品は、ぎょれんのグ
ループ工場で各種製品に加工され、
一般消費者の方へ届けられます

委託加工の流れ
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　平成3年から始まった「浜のおかあさん料理教室」。３０年以上続く、女性部の大切な活動
になっていて、道内10地区が交代で講師を務めています。今年も参加者のお礼の言葉を紹
介するとともに講師となった皆さんの笑顔をお届けします。
（昨年同様、紹介料理の他に事務局で鮭のあら汁といくらの醤油漬けを用意しました）

今年も歓声があがりました！ 

楽しかった！ 「浜のおかあさん料理教室」楽しかった！ 「浜のおかあさん料理教室」

紹介料理

◎ほたて丼
◎鮭の春巻き

◎鮭のスティック春巻き
◎ほたてのチリソース

◎昆布と柿のサラダ
◎さんまのさんが焼き

◎ちゃんちゃん焼き風
　　　　～鮭のみそ・マヨホイル焼き～
◎ほたてのカレーマヨ和え

～デザートも用意したらコース料理です～
おかあさんたちの協力のおかげで洗い物や揚げ物など、難しい
ものや時間を取られてしまうことも、効率良くできました。

（男子）

普段はぜいたく品であるほたてやいくらを食べられたことや、
あまり話したことがない漁業関係者の人と話せたことがとて
も良かった。久々に道民で幸せだと思った。	 （男子）

鮭を捌いているところを人生で初めて見た。内臓とかも出てき
て、結構驚いたが、通常は経験することがない貴重なものだった
ので、見ることができてとても良かった。料理もめちゃくちゃ分
かりやすく教えてくれて、楽しかったし、食事もすごく美味しくて
感動した。	 （男子）

料理できない自分でも楽しく、とってもおいしい料理を作りあ
げることができて、とても嬉しかったし、自信が付きました。

（女子）

ほたてを貝のままBBQとかで食べることはあったけど、貝柱
を取る工程はやったことがなかったから、新鮮で楽しかった。貝
がまだ生きてたのと、魚を捌くときに血が出てて、感謝して食
べようと思った。地球温暖化が進んでいて、意外と鮭が獲れなく
なってるという現状を知って、解決したいし、感謝して食べたい
と思った。	 （女子）

～初めてさんまを三枚におろしました～
すごく簡単なので、早速真似して作ってみます。	 （30代）

さんまがすごく簡単に３枚におろせて、自宅でもできそうでし
た。さんが焼き、初めて食べたけどすごく美味しかったです。

（40代）
魚の捌き方を学ぶことができて、大変勉強になりました。自分で
もやってみようという自信にも繋がりました	 （40代）

食材の鮮度が良くて感動しました。さんまの皮むきは驚きまし
た。どれもおいしかったです。柿のサラダはセンスがすごいです。

	 （50代）
さんまの三枚おろし、覚えました。鮭のおろし方、実際に見るこ
とができて、今度やってみようという気持ちになりました（いく
ら作りも）。	 （60代）

すぐ応用が利くお料理で、役立ちました。さんまのおろし方は初
めて見てびっくりしました。どれも味が良く、量もたっぷりでご
ちそうになりました。	 （70代）

～学年を越えてみんなで協力して料理しました～
いろんなお魚やほたてのことも知れて、嬉しいです。

（小４男子）

ごはんがとっても進みました。魚+ご飯＝おいしい。	（小４女子）
鮭を捌くときもこんな風に捌いているのだ、と思いました。	

（小６男子）

みんなで協力して、美味しい魚料理を作れて楽しかったです。
（小６女子）

ほたてをさくのが楽しかった。	 （小４男子）
あまり自分で料理をしたことは無かったので、色んな経験をで
きて良かった。	 （小４女子）

しめじをさばくのが楽しかった。	 （小５女子）
ほたてのサラダのみそマヨがおいしかった。	 （小５女子）
作るのが楽しくて、食べたらめっちゃ美味しかったこと。

（小６男子）

皿洗い。苦手だったけど、みんなが手伝ってくれたので、大変
だったことも取り組めました。	 （小４女子）

おかあさんの手を借りて恐るおそる生筋子をもみました

さんまの3枚おろしに挑戦しました

５年生児童から「いただきます」

感謝状をいただきました

圧巻の品数、さすが主婦の方々です

殻付きほたてに全集中

10月21日（火）

10月25日（土）

受講者：コープさっぽろ東地区委員、コープさっぽろ組合員
講　師：根室地区女性部

受講者：札幌市立二条小学校児童
講　師：宗谷地区女性部

第１51回

第１52回

第１53回

10月11日（土） 受講者：札幌開成中等教育学校生徒（４年生）
講　師：北見地区女性部

紹介料理

紹介料理
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今回の「海ひと夢」に登場いただくのは、ぎょれんの山宮

望常務。これまでのぎょれん人生や、漁業に対する思い、今

後のぎょれんのあり方等についてお話を伺いました。

北海道漁業協同組合連合会　代表理事常務

山
やま

宮
みや

  　望
のぞむ

 さん

浜
で
の
思
い
出

　

私
は
海
の
無
い
旭
川
市
の
生
ま
れ
で
、
い
わ
ゆ
る

「
山
育
ち
」
で
す
。
山
で
育
っ
た
か
ら
こ
そ
海
へ
の
憧

れ
は
人
一
倍
強
く
、
大
学
で
水
産
学
部
へ
進
学
。
平

成
7
年
の
春
、
北
海
道
ぎ
ょ
れ
ん
に
入
会
い
た
し
ま

し
た
。

最
初
に
配
属
さ
れ
た
本
所
営
業
第
二
部
（
現
販
売

第
二
部
）
で
の
勤
務
を
経
て
、
翌
年
に
は
釧
路
支
店

へ
赴
任
し
ま
し
た
。
釧
路
で
は
、
大
手
加
工
場
の
一

角
に
机
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
主
に
消
費
地
で
秋

鮭
製
品
の
販
売
を
担
当
す
る
先
輩
方
と
、
現
場
を
つ

な
ぐ「
伝
書
鳩
」の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

秋
鮭
漁
が
始
ま
る
と
、
工
場
に
は
毎
日
２
０
０
ト

ン
以
上
の
鮭
が
運
び
込
ま
れ
、
そ
の
大
部
分
を
占
め

る
メ
ス
か
ら
20
ト
ン
以
上
の
「
い
く
ら
」
が
生
産
さ

れ
ま
す
。
製
品
の
出
来
高
を
日
報
に
ま
と
め
、
消
費

地
へ
案
内
す
る
。
ま
さ
に
終
わ
り
の
見
え
な
い
、
多

忙
な
日
々
で
し
た
。
当
時
は
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
」
と
い
う
言
葉
す
ら
な
い
時
代
。
工
場
で
の
作

業
が
深
夜
０
時
近
く
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
日
常
茶
飯
事

で
、
翌
朝
５
時
に
は
さ
ん
ま
の
買
い
付
け
の
た
め
に

市
場
へ
向
か
う
と
い
う
生
活
で
し
た
。
そ
れ
で
も
不

思
議
と
、
飲
み
に
は
結
構
く
り
だ
し
て
仲
間
た
ち
と

語
り
合
っ
た
楽
し
い
記
憶
ば
か
り
が
鮮
明
に
残
っ
て

い
ま
す
。
今
と
な
っ
て
は
、
苦
労
も
含
め
て
す
べ
て

が
良
い
思
い
出
で
す
。

釧
路
支
店
に
３
年
間
勤
務
し
た
後
、
東
京
支
店
（
５

年
）、
大
阪
支
店
（
10
年
）、
そ
し
て
再
び
東
京
支
店

（
５
年
）
と
、
通
算
20
年
に
わ
た
り
消
費
地
で
の
製
品

販
売
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
根
室
支
店
で
勤

務
し
漁
政
部
へ
。
漁
政
部
長
を
経
て
参
事
を
拝
命
し
、

漁
政
部
・
指
導
教
育
部
・
環
境
部
の
３
部
を
所
管
し

た
こ
と
は
、
営
業
一
筋
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
非
常
に

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

赴
任
直
後
に
は
、
行
動
が
制
限
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍

に
見
舞
わ
れ
、
よ
う
や
く
対
応
の
方
向
性
が
見
え
始

め
た
矢
先
に
は
、
太
平
洋
沿
岸
で
大
規
模
な
赤
潮
被

害
が
発
生
。
そ
れ
に
一
息
つ
く
間
も
な
く
、
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
放
出
に
と
も
な
う
禁
輸
措
置
の
影
響
を
受

け
た
道
内
水
産
物
へ
の
東
京
電
力
に
よ
る
賠
償
に
向

け
て
の
請
求
の
取
り
進
め
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た

び
に
、
浜
の
皆
様
の
切
実
な
思
い
と
、
ぎ
ょ
れ
ん
に

対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。「
頼

む
ぞ
、ぎ
ょ
れ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
く
た
び
に
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
皆
様
に
ご
満
足
い

た
だ
け
る
結
果
を
お
示
し
で
き
た
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
時
に
叱
咤
激
励
を
受
け
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と

つ
の
案
件
に
誠
心
誠
意
向
き
合
っ
た
経
験
は
、
私
の

大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

低
下
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
漁
業
施
設
へ
の
被
害

や
流
木
問
題
、
も
は
や
「
異
常
」
と
は
言
え
な
い
ほ

ど
常
態
化
し
た
高
水
温
、
そ
し
て
複
雑
化
す
る
国
際

情
勢
。
課
題
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、

私
た
ち
の
原
点
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
「
浜
の

た
め
に
、
浜
と
と
も
に
」。
こ
の
理
念
を
改
め
て
胸
に

刻
み
、
皆
様
へ
正
確
か
つ
的
確
な
情
報
を
お
届
け
し
、

誠
心
誠
意
、
業
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標

本
年
6
月
に
役
員
を
拝
命
し
、
ほ
た
て
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
の
ほ
た
て
漁
業
は
、
長
年
の
研
究
と
試
験

を
重
ね
、
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
順
調
な
水
揚
げ

を
築
い
て
き
た
「
地
撒
き
漁
業
」
と
、
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
水
揚
げ
の
安
定
化
を
目
指
し
て
き
た
「
無
給

餌
養
殖
漁
業
」
が
両
輪
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
「
栽
培
漁
業
の
優
等
生
」
で
す
。

し
か
し
今
、
そ
の
根
幹
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
昨

年
の
幼
生
（
ラ
ー
バ
）
の
採
苗
不
振
に
よ
る
深
刻
な

種
苗
不
足
。
さ
ら
に
、
本
年
の
記
録
的
な
高
水
温
に

よ
る
成
長
不
良
や
大
量
へ
い
死
。
こ
れ
ら
は
、
も
は

や
過
去
の
経
験
則
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
未
曾
有

の
事
態
で
す
。
加
え
て
、
後
継
者
や
労
働
力
の
不
足

に
よ
る
生
産
量
の
減
少
も
重
な
り
、「
安
定
生
産
・
安

定
供
給
」
と
い
う
基
本
が
崩
れ
始
め
て
い
ま
す
。
高

水
温
化
は
地
球
温
暖
化
が
一
因
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
は
一
過
性
の
現
象
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
即
効
性
の
あ
る
解
決
策
を
見
出

す
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
す
。
し
か
し
、
た
と
え

小
さ
な
一
歩
で
あ
っ
て
も
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

る
た
め
に
、
現
場
に
足
を
運
び
、
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
、「
働
い
て
・
働
い
て
・
働
い
て
」
共
に
汗
を
流

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

浜
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
の
漁
業
は
、
数
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
資
源
の
減
少
、
後
継
者
不
足
、
労
働
力
の

今
後
の
ぎ
ょ
れ
ん
の
展
望

　

浜
の
皆
様
が
獲
っ
て
く
だ
さ
る
水
産
物
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

と
に
か
く
魚
を
流
通
さ
せ
る
「
売
り
捌
く
」
こ
と
が

重
視
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
、
い
か
に
し
て
魚
価
と

生
産
体
制
を
安
定
さ
せ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
な

が
ら
流
通
を
担
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
時
代
で
す
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
物
価
高
も
重
な
り
、
人
々

の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
家
庭

で
食
事
を
す
る
機
会
が
増
え
る
一
方
、
外
食
で
は
「
な

る
べ
く
安
く
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
し
贅
沢
を
し
た
い
時
に
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
を
選
ぶ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
従
来
通
り
「
良
い
も
の
を
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
価
格
」
の
商
品
を
求
め
る
方
や
、
生
産
履
歴

が
明
確
な
「
安
心
・
安
全
」
な
商
品
を
求
め
る
方
も

数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
多
様
な
ニ
ー

ズ
の
す
べ
て
に
応
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
水
産
業
界
な
ら
で
は
の
古
き
良

き
慣
習
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
時
代
に
合
わ
せ
た

新
し
い
考
え
方
や
方
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
北
海
道
の
漁
業
が
持
つ
本
来
の
魅
力
を
、

余
す
こ
と
な
く
正
確
に
発
信
す
る
。
そ
し
て
、
皆
様

が
獲
る
魚
を
、
最
高
の
形
で
消
費
者
の
食
卓
へ
と
お

届
け
す
る
。
そ
の
使
命
を
胸
に
、
関
係
機
関
の
皆
様

と
も
連
携
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Profile

昭和４５年  旭川市生まれ。
長崎大学水産学部を卒業後、北海道漁
業協同組合連合会へ入会。根室支店
長、本所漁政部長、参事を経て、令和７
年6月より現職。

浜
と
と
も
に
、未
来
へ



9 ｜ ｜ 8

青年部の各地区会長・副会長が札幌に集結サッカー観戦来場者の方へ道産水産物の魅力をＰＲ

岐阜県内の教育現場における魚食普及を推進

札幌の小学生に漁師さんの仕事内容や魅力を発信！

　11月1日（土）、札幌市の水産ビルにおいて北海道漁協青年部
連絡協議会（道漁青連）の「令和7年度第2回地区会長会議」が
開催され、全道から地区会長9名（代理含む）、オブザーバーと
して地区副会長4名が出席。来年1月に開催する第63回全道漁
協青年部大会や来年度の青年部勉強会、漁師さんの出前授業な
どについて協議を行いました。
　全道漁協青年部大会は、年に一度、全道の漁協青年部員が一
堂に会し、次代の漁業後継者として研さんを重ね、青年部員相
互の連帯感と強い団結力を養い、より強固な組織づくりを目指
すために開催しており、1月31日（土）に実施することが確認さ
れたほか、本年度、道漁青連として特に力を入れている漁師さ
んの出前授業について、例年2月に開催している札幌市立美香
保小学校に加え、学校以外の新規スポットでの開催に向け、積
極的な議論が行われました。
　また、同日には「第21回全国漁青連 北海道・東北・茨城ブ
ロック会議」も開催され、上記の地区会長・副会長に加え、東
北各県・茨城県から青壮年組織の会長や部長ら5名が出席しま
した。同ブロック会議は、北海道・東北・茨城ブロック内の各
漁青連相互の連絡と各種情報等意見交換を行い、各ブロックの
事業活動等の充実に資することを目的に、毎年各ブロック持ち
回りで開催しています。
　会議では、一般社団法人うみ・ひと・くらしネットワーク
で広報チームリーダーを担当している久保氏より『「変化」を
「力」に～新しい価値をつくりだし活動を広げるには～』と題
して講演が行われると、続いて全体懇談として、参加各県より
活動報告が行われ、質疑応答を通じて活発な意見交換が行われ
ました。

　10月26日（日）、北海道コンサドーレ札幌対水戸ホーリー
ホック戦が行われた大和ハウスプレミストドームにおいて、来
場者の方に北海道産水産物の魅力を伝える「食育ブース」を展
開しました。
　ぎょれんは「食で健やかな体づくりを目指すパートナー」と
して、北海道コンサドーレ札幌と共同で、食育＆スポーツ教室
をはじめとした食育活動を実施しています。今回のブース出展
では、同試合が「道民応援企画！もらエール（パートナー企業
などが来場者の方に先着でプレゼントを実施するイベント）」
対象試合ということで、先着500名の方へ道産ほたてを使用した「ほたてのスープ」をサンプル配布した
ほか、YouTube、Ⅹ、Instagramのいずれかのぎょれん公式ＳＮＳのフォロワー500名に同スープをプ
レゼントするフォロワーキャンペーンも同時に行いました。
　さらに、ブースに食育パネルを設置し、そこで学んだ知識で挑戦する「北海道の水産物クイズ」（全10
問全てを正解された先着100名へほたて干貝柱または昆布を進呈）、実物の秋鮭を使った「秋鮭の重さ当
てクイズ」（先着20名の正解者にほたてスープ1箱を進呈）といった北海道の海の恵みを楽しみながら、
子どもから大人まで学び・体験できる企画を多数用意。当日は、残りわずかなホーム戦ということもあ
り、非常に多くの方にご来場いただき、広く道産水産物をＰＲすることができました。

　10月29日（水）、岐阜県学校給食会（岐阜県岐阜市）で岐阜
県学校栄養士会および和食給食応援団（事務局：合同会社五穀
豊穣）と連携し、県内の栄養教諭・学校栄養職員を対象とした
セミナーを実施しました。
　「魚食文化を繋ぐ、『おさかな給食』を考えるセミナー～日
本一の水産地北海道の水産を通して日本の漁業を学ぼう～」を
テーマに、道産水産物の普及と共に将来の食習慣形成に非常に
重要な学校給食を通じた魚食普及の推進を目的に実施したもの
で、会場・リモート合わせて76名の栄養教諭・学校栄養職員が
参加。参加者は、ぎょれん職員による北海道の水産業の現状や持続可能な取組についての講演や、和食料
理人による調理実演を通じて、原料高騰が続く中でも、昆布や秋鮭を効率良く学校給食に取り入れるアイ
デアや食育指導に活かせる知識を学びました。

　10月31日（金）、道漁青連とぎょれんの共催で実施する「漁
師さんの出前授業」が札幌市立前田小学校と札幌市立山の手南
小学校の2校で同日に行われ、それぞれ釧勝地区漁青連会長の山
﨑さん、渡島地区漁青連会長の山本さんが講師を務めました。
　例年、年2回開催している「漁師さんの出前授業」ですが、
今年度は出来る限り多くの子どもたちへ漁師の魅力を伝えたい
と、全5回の開催を予定しており（今回が2回目・3回目）、当
日の2校もこれまで開催したことが無い新規の小学校です。
　午前中の3時間目・4時間目に実施した前田小学校では、5年
生の生徒約50名に対し、山﨑さんがご自身が着業している昆布
漁を中心に授業を行いました。中でも山﨑さんが持参した浜中
産の一等長昆布を披露すると、生徒たちは実際に触れたり、香
りを嗅いだりして大盛り上がりとなりました。
　一方、午後の5時間目に実施した山の手南小学校は、5年生
の生徒約60名を対象に、山本さんが知内町特産のかき漁につ
いて、動画を交えて説明を行いました。「食べたことはあるけ
ど、どうやって漁獲されているかは分からない」という生徒が
多く、海の中からロープに吊られた大量のかきが水揚げされる
シーンでは、「おー！」と感嘆の声をあげていました。
　また、両校では漁師さんのすご技として、ロープワークも披露。その後の質問タイムでも、生徒から様々
な疑問が投げかけられ、北海道の漁業や漁師の仕事について、強い関心を持ってくれたようでした。

北海道漁青連・全国漁青連が各種会議を開催しました北海道コンサドーレ札幌ホーム戦で食育ブースを
展開しました

栄養教諭・学校栄養職員を対象にセミナーを
実施しました

第37回・第38回 漁師さんの出前授業が同日開催

0103

02

04

コンコース1階に設置したブースには多くのサポー
ターが集まり、「北海道の水産物クイズ」には約
250名にご参加いただきました

セミナーの様子。参加者らは道産昆布の産地による
味や用途の違いに、非常に興味を持ったようでした

講演の講師をしていただいた「うみ・ひと・くらしネッ
トワーク」の久保氏

第2回地区会長会議の様子。今回はオブザーバーと
して4名の副会長も出席しました

北海道・東北・茨城ブロック会議には事務局や来賓
も含め、約30名が札幌に集まりました

見事なロープワークを披露した山本さん（左）。この後、
自然と綱引きが始まり、時間が押すことになりました

重さ約20kgもある長昆布を持参した山﨑さん。教
室中に昆布の良い香りが漂っていました



解き方
リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

ブレイクタイムブレイクタイム Break Time

リ ス トア コ ン ブ
キ ア サ リ
ア バ ン サ
ジ コ マ イ

ア コ ン ブ
キ ア サ リ
ア バ ン サ
ジ コ マ イ

〈解答〉サバ

間違い
さがし
間違いは5つです。

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。

　さあ、見つけてください。
（印刷のズレや汚れは関係
ありません。） ※答えは13ページにあります。

11 ｜ ｜ 10

キヤチボカフサ
スケコキイツシ
クノタトマトコ
ニズマイタケロ
リトモケシナモ
トハノリウナウ
ンコンレスバト

シークワードクイズ
12月のテーマ
「金偏の漢字」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　１２月は「金偏の漢字」がテーマです。人類の発展に欠かせない金属
の重要性が伝わってきます。
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉「〇〇〇のような体」など力強さを表す象徴です。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

アブミ（鐙）
イカリ（錨）
カガミ（鏡）
カギ （鍵）
カネ （鐘）
カマ （鎌）
カンナ（鉋）
キリ （錐）
ギン （銀）

クギ （釘）
クサリ（鎖）
クワ （鍬）
サビ （錆）
ジュウ（銃）
スキ （鋤）
ゼニ （銭）
テツ （鉄）
ナマリ（鉛）

ニシキ（錦）
ノコギリ（鋸）
ハチ （鉢）
ビョウ（鋲）
ホコ （鉾）
ボタン（釦）
ヨロイ（鎧）

11月号の解答と当選者

ハイカリギリキ
ウロワカガンア
ユヨクサリブカ
ジニビギミマナ
ゼカコホガンナ
スノネツカタチ
ネキシニテボハ

解 答

リ ス ト

となります。

フキノトウ
（神恵内村）リョウコ バ バさん
（浦 河 町）野 口 千 波さん
（浜 中 町）ぷ に っ ちさん
（利尻富士町）坂 本 澄 子さん
（札 幌 市）も え ち ゃ んさん

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。



大漁
祈願！

13 ｜ ｜ 12

10月をもって秋鮭定置網漁が終漁
しました。それに伴い、冬の風物詩
である釣り（延縄）助宗漁の解禁に
向けて準備が進められています。こ
の漁法は魚体を傷めず出荷できるこ
とが特徴で、高鮮度の卵から作られ
る「釣りたらこ」は贈り物として喜
ばれています。冬漁の安全を祈ると
ともに、冬の海の恵みが多くの方々
に届けられるよう願っています。

秋鮭定置網漁が終漁し、いよいよ
冬の寒さが身に沁みる季節となりま
した。秋鮭は全道的な歴史的不漁の
なか、昨年を上回る数量となりまし
た。これからは冬の各種刺網漁が本
格化してきます。現時点での真だら
水揚げ数量は昨年を上回っていて、
助宗やばばがれい、はたはたについ
ても大漁を期待しています。今後、
厳冬期を迎えますが、豊漁と皆様の
安全操業を願っています。

オホーツク地区も日増しに寒さが
感じられるようになってきていま
す。秋鮭定置網漁は先月終漁を迎え
ました。現在は底建網漁でかれいや
そい、ふぐなどが水揚げされていま
す。そしてサロマ湖のかきはこれか
ら旬の季節を迎えます。時化の多い
時期ではありますが、まだまだ浜が
賑わうことを期待しつつ、安全操業
と大漁を心より祈願しています。

冬の魚種が活気づき始めていま
す。下海岸地区からは鍋に欠かせな
い真だらが函館市場に上場され、冬
の味覚として人気を集めています。
噴火湾方面では、これから助宗刺網
漁が本格化し、助子の成熟度に注目
が集まる時期になります。冬の函館
を求め、観光客が増加しているな
か、地域の海産物がさらに多くの
方々に楽しんでいただけるよう期待
しています。

日増しに骨身に沁みる寒さにな
り、本格的に冬の到来を迎え、たら
の水揚げがまとまり始めました。終
盤を迎えているししゃも漁は、昨年
と比べて荒天が多く出漁日数は少な
いながらも順調に水揚げ数量を伸ば
しています。今後は、たこをはじめ
毛がにやほっき、ばばがれいなどの
水揚げが始まります。厳寒期に入り
ますが、引き続きの安全操業と豊漁
を願っています。

冬の寒さが厳しくなるなか、秋鮭
漁、ほたて漁は先月終漁となりまし
た。一方、利尻・礼文地区では真だ
ら・かれい刺網が操業していて、本
格的な冬の到来を前にしながらも、
浜は変わらず活気づいています。時
化に見舞われることの多い厳冬期と
なりますが、安全操業で豊漁とな
り、無事に新年を迎えられることを
祈念しています。

秋鮭定置網漁も終盤となり、基幹
魚種である養殖ほたてと助宗が盛漁
期を迎えます。助宗刺網漁の水揚げ
数量は11月19日時点で前年対比約
26％と厳しい状況が続いています
が、浜値はk＠190前後と昨年同時
期よりやや高値で推移しています。
卵質が良くなる12月に向けて、水揚
げ増加に期待を寄せています。気温
も下がり、時化が多い季節となりま
す。生産者の皆さんの安全操業と豊
漁を祈念しています。

11月下旬で、秋鮭定置網漁は終漁
を迎えましたが、今期累計水揚げ数
量は約680トンとなり、昨年対比約
52％の結果となりました。一方、
天候に恵まれない日々が続いていま
すが、市場では真だらや、助宗など
の魚種が並び始めており、本格的な
冬の到来を感じています。時化模様
が多い時期ですが、安全操業のもと
豊漁となりますことを期待していま
す。

さんま棒受け網漁は、花咲港の水
揚げ金額が2015年以来10年ぶりに
100億円を超え、豊漁と魚価高が重
なり、水揚げ数量は16年連続日本
一が確実となっています。一方、秋
鮭漁は、記録的な大不漁となってい
て、秋の味覚に明暗が分かれる結果
となっています。ほたて、真だら、
助宗、たこなど、冬漁本番を迎え、
大漁を期待しています。

11月に入ってからは時化が多く、
すっかり秋から冬へと移り変わり、
空気も一段と冷たくなってきまし
た。9月下旬より始まったえび桁漁
に続き、ほたて半成貝出荷も一部地
区で開始され、これから順調に出荷
が進むことが期待されます。これか
ら一段と冷え込み、厳しい日本海の
冬が訪れますが、安全操業で皆様が
健康に一年を締め括ることができま
すよう祈念しています。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

家 族 に 笑 顔 が 溢 れ て い る  父 ち ゃ ん い つ も 有 難 う

浜
の
お
母
さ
ん
の
今
月
は
照
り
焼
き「
ぶ

り
」大
根
で
し
た
。「
大
根
」も「
ぶ
り
」も
フ

ラ
イ
パ
ン
で
両
方
と
も
焼
く
ん
で
す
ね
。こ

の
年
令
に
な
る
ま
で
フ
ラ
イ
パ
ン
で
一
度
焼

く
の
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

（
小
樽
市
　
小
樽
S
・
S
さ
ん
　
76
歳
）　

浜
の
仕
事
が
終
わ
り
、寒
い
冬
に
向
か
っ
て

行
く
。

（
浦
河
町
　
浦
河
K
・
A
さ
ん
　
61
歳
）

裏
表
紙
の
浜
の
お
母
さ
ん
レ
シ
ピ
に
あ

る
、照
り
焼
き
ぶ
り
大
根
が
と
っ
て
も
美
味

し
そ
う
で
、お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、家
族

に
こ
の
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
作
っ
て
あ
げ

た
い
で
す
。実
家
が
昆
布
漁
を
し
て
い
る
の

で
、来
年
も
豊
漁
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

（
浜
中
町
　
ぷ
に
っ
ち
さ
ん
　
17
歳
）

お
漬
物
作
り
も
順
調
に
進
み
、問
題
の
大

掃
除
残
す
の
み
。は
〜
！

（
根
室
市
　
す
ー
さ
ん
　
65
歳
）

い
た
だ
い
た
ワ
タ
リ
ガ
ニ
の
身
で
ク
リ
ー

ム
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
を
し
て
み
ま
し
た
。や
は

り
カ
ニ
は
お
い
し
い
～
。疲
れ
た
時
に
レ
ン

チ
ン
で
食
べ
れ
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
作
り
冷

凍
し
ま
し
た
。

（
初
山
別
村
　
白
府
美
恵
子
さ
ん
　
67
歳
）

11
月
９
日
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
秋
季
キ
ャ
ン
プ

を
見
に
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
行
っ
た
際
、

ぎ
ょ
れ
ん
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、娘
は
ホ
タ
テ

釣
り
や
生
の
タ
コ
に
触
れ
る
体
験
を
と
て

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
！
私
は「
鮭
の
重
さ

当
て
」に
挑
戦
。雄
鮭
を
ま
る
ま
る
一
匹
、初

め
て
抱
え
ま
し
た
が
想
像
以
上
に
ず
っ
し
り

し
て
い
て
、本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。３

キ
ロ
以
上
は
あ
っ
た
の
か
な
…
？

（
札
幌
市
　
上
田
唯
さ
ん
　
35
歳
）

編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

皆
様
か
ら
の
お
便
り
、
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

次
の
①
〜
③
を
明
記
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

①
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
へ
の
投
稿（
お
便
り
、

写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
）や
、広
報
な
み
ま
る

く
ん
12
月
号
へ
の
感
想
・ご
意
見
な
ど（
※

１
５
０
字
程
度
ま
で
）

②
11
ペ
ー
ジ
の
シ
ー
ク
ワ
ー
ド
の
答
え

③
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

※「
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
」に
は
①
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は
、図
書
カ
ー
ド

進
呈
や
、お
便
り
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
の
掲
載（
氏
名
、

年
齢
、市
町
村
名
）に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。写
真
や

イ
ラ
ス
ト
は
、返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

11ページの間違いさがしの答え 〈
宛
先
〉 

12
月
18
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　（
郵
便
） 

〒
０
６
０
ー
０
０
０
３

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目
１
番
地

北
海
道
ぎ
ょ
れ
ん 

総
務
企
画
部 

広
報
担
当

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
） 

０
１
１
ー
２
４
２
ー
３
５
４
３

（
電
子
メ
ー
ル
） in

fo
@

g
yo

ren
.o

r.jp

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

編
集
後
記

先
日
、11
月
の
頭
だ
と
い
う
の
に
札
幌
に

雪
が
積
も
り
、久
し
ぶ
り
に
ス
コ
ッ
プ
で
雪

か
き
を
す
る
と
翌
日
に
体
の
節
々
に
痛
み
が

…
。近
年
の
異
常
気
象
に
不
安
ば
か
り
で
す

が
、今
シ
ー
ズ
ン
は
数
十
年
に
一
度
の
、と
い
っ

た
ド
カ
雪
が
無
い
こ
と
を
祈
り
た
い
で
す
。

	

（
古
村
）
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材料  4人分

塩秋鮭（大きめ）… …………… ４切れ
モッツァレラチーズ… ……………100ｇ
いくら……………………………… 適量
薄力粉…………………………… 適量
揚げ油…………………………… 適量

Ａ
トマト…………………………… 1/2個
黄パプリカ……………………… 1/4個
バジル……………………………３～４枚
塩・こしょう………………………… 適量
オリーブオイル…………………… 適量

Ｂ
天ぷら粉……………………………100ｇ
水……………………………… 120ｃｃ

❶Aのトマトと黄パプリカ、バジルをみじ
ん切にし、塩・こしょう、オリーブオイル
で味を調える。

❷Ｂの天ぷら衣を合わせておく。

❸塩秋鮭は皮を取り、観音開きにして細
切りにしたモッツァレラチーズを挟ん
でしっかり留める。薄力粉、②の天ぷら
衣をつけて180℃くらいの油で３～４
分揚げる。

❹③の天ぷらを４等分に切って器に盛り、
上から①のトマトソースといくらを添
えたら出来上がり。

創作天ぷらです。鮭の旨味とモッツァレラの
まろやかなコクが相性抜群のおいしさ。
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